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	ABOUT US
	介護福祉科

	CARE AND WELFARE
	介護福祉科

	Licenｓe
	資格
	Curriculum
	カリキュラム
	　取得できる資格　

	『介護福祉士』
	介護福祉の知識や技術を勉強し、国家資格「介護福祉士」取得を目指します。異文化への理解を深め、外国人介護人材への指導と管理を学びます。現役合格を目指し、試験対策に取り組みます。

	『介護支援専門員』
	国家資格取得後、実務経験５年以上等の条件を満たせば、介護支援専門員（ケアマネジャー）の受験資格を得られます。

	Uniform
	ユニフォーム
	Practice
	培った技術を高める様々な実習体験。 船橋市内を中心に約50の施設で実習が可能です。

	実習
	介護実習Ⅰー１
	介護実習Ⅰー２
	利用者の生活の場である多様な介護現場において、利用者の理解を中心とし、これに併せて利用者・家族との関わりを通じたコミュニケーションの実践、多職種協働の実践・介護技術の確認等を行う。

	介護実習Ⅱ
	一つの実習施設や事業所において、一定期間以上継続して実習を行う中で、利用者ごとの介護計画の作成、実施後の評価やこれを踏まえた計画の修正といった一連の介護過程のすべてを継続的に実践する。

	学習目標
	学習目標
	学習目標
	介護サービスを利用する方々と関わることで利用者の暮らしの場を理解し、一人ひとりの個別性を捉えていく。また、生活支援が行われる現場を知り、日常生活における基本的介護技術や多職種との協働について学び、コミュニケーションの大切さを知る。

	学校生活
	School life
	・就職相談会
	・認知症サポーター養成講座
	・春休み
	３月
	５月
	７月
	１１月
	１月
	９月
	４月
	６月
	8月
	10月
	１２月
	２月

	1年次
	・入学式
	・夏休み
	・介護実習Ⅰー１
	・介護実習Ⅰー2
	・オリエンテーション
	・ユニフォーム採寸
	・福祉機器展
	・健康診断

	学生へアンケート！
	船橋国際福祉専門学校を選んだ理由は？
	・駅が近い ・立地が良い ・先輩や知人から勧められた ・オープンキャンパスでの先生方の　　　
	話がわかりやすく親切だった
	一番得意な科目は？

	・認知症の理解 ・生活リハビリテーション ・人間の尊厳と自立 ・生活支援技術 ・介護の基本 ・介護総合演習　　　
	船橋国際福祉専門学校の推しポイントは？

	・街中にあり学校内も綺麗 ・周辺にスーパーやコンビニなどの
	・授業がわかりやすい ・担任制なので困ったときに先生に
	お店がありランチや買い物に便利
	相談しやすい
	一番苦手な科目は？

	・ない ・こころとからだ ・障害の理解 ・発達と老化の理解 ・現代社会と福祉　　　
	実習前にオリエンテーションに行きます
	朝のホームルームの様子
	教室で国家試験の模試を受ける２年生

	・就職相談会
	・春休み
	・介護実習Ⅱ
	・介護福祉士国家試験模試
	・卒業式
	３月
	５月
	７月
	１１月
	１月
	９月

	2年次
	４月
	６月
	8月
	10月
	１２月
	２月
	・健康診断
	・夏休み
	・福祉機器展
	・介護福祉士国家試験
	医療的ケアの授業では看護資格を持つ先生から喀痰（かくたん）吸引講習を受けます
	福祉機器展 様々な福祉用具を体験中
	地域の方を招いたお披露目会
	～１年生に聞きました～
	昼食はどうしていますか？

	１位　購入…77％
	学校の近くにあるスーパーやコンビニでカップラーメンやパン等を買ってきます。
	２位　お弁当持参…16％
	母国料理やパスタ、果物、ゆで卵等
	3位　外食…7％
	外食するならファーストフード店が一番人気！
	実習は大変だった？

	ご利用者様一人ひとりに合わせた　　声掛けや介助方法を覚えることが大変だったが、実習終盤はコミュニケーションの時間がとても楽しかった。
	色々なレクリエーションを一緒に行えたことが楽しかった。
	ご利用者様の昔の話を聞くことが楽しかった。
	実習記録を書くことが大変だったが、わからないことは先生に聞いて克服することができた。
	　船橋国際福祉専門学校では、経験豊富で親身な先生方が、皆さん一人ひとりの学びと成長を丁寧にサポートします。授業や実習はもちろん、進路相談や日々の生活面まで、安心して挑戦できる環境を整えています。先生と学生が近い距離で関わり合いながら、夢の実現に向けて一歩ずつ歩んでいけることが、本校の大きな魅力です。
	Ｔeacher
	教職員紹介


	平澤　潤子先生
	稲垣　真紀子先生
	その他　サポートの先生
	広報
	福田先生
	皆さんの学校生活の様子をSNSなどを通して発信し、入学までの不安や疑問にも丁寧に寄り添いながらサポートしていきます。  船橋国際福祉専門学校で、充実した毎日を過ごしてください。
	生活支援

	冨谷先生

	沖野　麻美先生
	介護の基本、介護総合演習
	農産物直売所で旬の野菜を買って料理をしたり、愛犬3匹と遊んだりしています♡
	「置かれた状況にどう応えるか」そこに、考えるケアがあります。専門的な知識や技術を身につけるために、こころでは感情の変化を、からだではさまざまな感覚を、頭では知性を働かせて考え、判断することを体感できる本校での学びを通して、一緒に変化し、成長していきましょう！

	冨川　真実子先生
	生活支援技術 コミュニケーション技術
	パンやお菓子を作ることが大好きです。休みの日は、焼き立てのパンとコーヒーを家族で楽しんでいます。
	「介護をやってみたい」この気持ちは大きな力になります。 一緒に楽しく、しっかり学びましょう！ 意欲あふれる皆さんにお会いできるのを楽しみにしています。
	船橋国際福祉専門学校は就職がすごい！
	Find work



	100
	就職
	就職希望者内定率
	就職に強い理由があります
	担任×就職担当のダブルサポート
	早期スタートで余裕ある就職活動
	介護実習先から声がかかる高い評価
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